
第2２回大阪府地方独立行政法人評価委員会　病院部会　議事要旨

１　日時　　　　平成23年８月25日（木）　午前10時２0分～10時４０分

２　場所　　　　大阪府庁咲洲庁舎　４４階大会議室

３　出席委員　　松澤部会長、明石副部会長、古村委員、中島委員、南島委員、山口委員
安部委員長、石原委員、野崎委員、槙野委員（オブザーバー）
４　議題

（１）地方独立行政法人大阪府立病院機構の平成22事業年度の業務実績に関する評価に　ついて

（２）地方独立行政法人大阪府立病院機構の第１期中期目標期間の業務実績に関する評価について

（３）その他

５　議事概要
Ⅰ　開会
○　これまでの部会審議及び評価結果素案作成の経過等について、部会長から説明。

Ⅱ　議事

（１）地方独立行政法人大阪府立病院機構の平成22事業年度の業務実績に関する評価に　ついて
○　議事に先立ち、前回の部会で質問のあった「アウトソーシングによる事務労務費の検証」と「府立母子保健総合医療センターの手術整備による手術待ち改善」について法人から補足説明があった。

○　資料１「平成22事業年度の業務実績に関する評価結果（案）」及び資料２「平成22事業年度の業務実績に関する評価結果〈参考資料〉小項目評価（案）」により、評価結果に係る委員意見とそれを踏まえた評価結果の記載内容について、事務局から説明。

○　部会長から評価結果（案）を各委員に諮り、異議なしとして決定された。この後に開催される第26回評価委員会で部会の案として報告することとなった。
（２）地方独立行政法人大阪府立病院機構の第１期中期目標期間の業務実績に関する評価について
○　資料４「中期目標に係る業務の実績に関する評価結果（案）」により、評価結果に係る委員意見とそれを踏まえた評価結果の記載内容について、事務局から説明。
○　部会長から評価結果（案）を各委員に諮り、異議なしとして決定された。この後に開催される第26回評価委員会で部会の案として報告することとなった。
（３）その他
　 ○　部会長から次のとおりコメントがあった。
　　・　第１期は、不良債務を解消することが一番大きな目標であった。評価委員会は、立てられた目標が遵守されているかをチェックすることが、一番大きな役割だと思っている。目標が達成されていない場合、評価委員会としても、厳しい評価をしなければならないこともあったが、前回少し気になったのが、病床稼働率の未達成に対して、目標設定そのものに無理があったので、達成できるはずはないといった当事者からの意見があったのは、少し問題であると思う。今後は各病院の性質や診療内容に応じた適切な目標をしっかりと立ててもらいたい。

・　法人の自己評価は非常に重要で、その自己評価の妥当性を信頼して評価委員会は評価をしている。同じような実績であるのに、年度によって高い評価になったり、低い評価になったりして自己評価の基本コンセプトが年度によってずれるようでは、これをチェックする評価委員会では評価するのが非常に困難になる。来年度以降は、そのことを踏まえ、一貫性のあるしっかりとした基準で、自己評価を行ってもらいたい。

・　病院は効率のいい経営をすることが重要であるが、それ以上に医療の質を上げることが、大切な目的であると思う。第１期は、不良債務というマイナスを抱えてのスタートで、それを何とか改善することが目的で邁進された。５病院と機構本部が一体となって努力された。

今後は、医療の質を上げるために、単にお金の問題だけではなく、しっかりとした投資を行い、医療機器のリニューアルや新しい先端的な医療機器を購入する必要がある。これには２つの目的があると思う。１つは、戦略的に活性化していない病院に対して、しっかりとした目的や戦略を立てさせて先行投資をする場合。もう１つは、極めて高い実績を上げた病院に対するインセンティブ。そのような形でもしっかりと医療機器を整備するなど何らかインセンティブを与えることで、モチベーションを上げていくことも重要と考えるので、そのようなルールづくりも検討してもらいたい。

· 　第1期は、いわゆる不良債務の解消が、メルクマールであったので、経営状況を表す指標として資金収支差を使用してきた。資金収支差では、借入金が収入に算入されることや、医療機器等の減価償却が考慮されていないことから、的確に法人の収益状況を表しているとはいえないという意見もあり、今後は、民間企業と同じように、損益計算書における当期利益ベースで資料も作成いただき、経営評価を行っていきたい。
・　府立の５病院は、それぞれ性質が違う。名前でもわかるように、すべて対象疾患を専門化している。そのため、全体の足し算のような形で評価するのは極めて難しい。だから、それぞれの病院の戦略に対して評価をするような形にしたい。個々の病院の評価であればやりやすいが、第1期は、同じような数字を並べて、こちらがプラスでこちらがマイナスという、足し算をして評価してきたが、これは非常に大変であった。

　第２期は、まず機構に５病院全体の基本的な戦略を立ててもらいたい。その戦略に基づき、それぞれの病院で立てた目標に対して、一つ一つ評価をしていくことになれば、評価がさらに意義があるものになると思う。今後、評価のあり方については、事務局とも調整をしながら、５つの性質の異なる病院を全体として評価するために一番いい方法を考えていきたい。機構側も、アイデアをよろしくお願いしたい。
Ⅲ　閉会
以上
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